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1. 目的
2. エッジゲートウェイのソフトウェア構成
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4. ファームアップの運用
5. キッティング
6. 今後のリリース予定
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１．目的 3

 エッジゲートウェイ上にユーザー開発のアプリケーションを実装する方法についての共有し
ます。
• 一部は公開されているマニュアルに記載のある内容を説明します。
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２．エッジゲートウェイのソフトウェア構成 4
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[amnimo]
エッジゲートウェイの基本機能提供/更新
⇒エッジゲートウェイシリーズ共通プラットフォーム

冗長化

冗長化

[amnimo]
Ubuntuエコシステムの管理
⇒半期に一度更新（実績ベース）
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[ユーザー]
・amnimoアプリによるエッジゲートウェイの機能が利用可能
・Ubuntuのエコシステムが利用可能（差分更新、セキュリティetc）
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[amnimo]
エッジゲートウェイの基本機能提供/更新
⇒エッジゲートウェイシリーズ共通プラットフォーム

[amnimo]
Ubuntuエコシステムの管理
⇒半期に一度更新（実績ベース）
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２．エッジゲートウェイのソフトウェア構成：フックの活用

 エッジゲートウェイには、各機能と連動するためのフック機能が用意されています。ユー
ザーは必要に応じて利用することが可能です。

6

参照元：エッジゲートウェイ デベロッパーズマニュアル
https://amnimo.com/manual/edge_gw/doc/IM_AMD03A01-51JA_Edge_Gateway_Indoor_amnimo_G_series_Developers_manual.pdf
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２．エッジゲートウェイのソフトウェア構成：ファイルシステム構成と冗長化 7

 設定保存領域、Linuxカーネル、rootfs、userfsは冗長化されています。

冗長領域の切替条件は
”rc.local起動完了前にリブートした場合”
になります。

Linuxカーネル、設定保存(冗長化)
⇒比較的小さいデータであれば、
エッジゲートウェイの設定保存の仕組みを利用できます。

アプリケーション領域(冗長化)
⇒amnimoアプリケーション、ユーザーアプリケーションを
配置します。

ユーザー専用領域(冗長化)
⇒必要に応じで利用が可能です。

共有領域
⇒eMMC側にはlogを、SSD側には大容量のビデオ
データなどを保管することが可能です。

参照元：エッジゲートウェイ デベロッパーズマニュアル
https://amnimo.com/manual/edge_gw/doc/IM_AMD03A01-51JA_Edge_Gateway_Indoor_amnimo_G_series_Developers_manual.pdf
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３．ユーザーアプリケーションの配置（アムニモ提案） 8

 使用用途に応じて配置先します。
内容 配置先 冗長領域 配置方法・備考
アプリケーション rootfs 〇 配置方法は以下の２つがあります。

①Debianパッケージ化する
(aptの仕組みによりアプリケーション依存解決が可能)
②単純な圧縮ファイルで提供する

アプリケーション関連設
定①（データ容量が比
較的小さいもの）

rootfs
設定保存領域

〇 ・配置方法はアプリケーション依存
・総量1Mbyte以内、テキスト設定ファイルを想定
・冗長化する場合は以下のファイルにファイルパスを追記する
/etc/amnimo/archive.list
⇒amnimoの設定と同期して保存されます。

アプリケーション関連設
定②（大容量）

userfs
共有領域

userfs:：〇
共有領域：×

・配置方法はアプリケーション依存
・userfsについては２面確保していますが、データ内容の同期についてはアプリ
ケーション側の方で行う必要があります。
・/mnt/share(eMMC)は、比較的書き換え頻度が少ないデータを推奨します。

Linuxカーネル
（独自にカーネルオプ
ションを追加される場
合）

設定保存領域
(カーネルも保存)

〇 配置方法は以下の２つがあります。
①Debianパッケージ化する
※amnimoのLinuxカーネルと区別した管理が必要。
②単純な圧縮ファイルで提供する

※冗長領域との同期はアプリケーション側で行う必要があります。

ユーザーのニーズに即した環境構築が可能かご確認ください

amnimo confidential
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４．ファームアップの運用 9

 タイミング
• ユーザー実装機能のアップデート
• amnimo基本構成のアップデート

 変更理由
• 機能追加
• 不具合修正
• OSS脆弱性のためのセキュリティ更新

amnimo confidential
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４．ファームアップの運用：amnimoが提供している2種類のファームアップ方法 10

 全体更新
対象パーティション内をフォーマットし、ファームウェ
アのイメージを更新します。
（クリーンインストール）

 差分更新
aptの仕組みにより差分更新します。

参照元：エッジゲートウェイ CLIユーザーズマニュアル
https://amnimo.com/manual/edge_gw/cli/ja/cli_users_manual.pdf
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４．ファームアップの運用：amnimoが提供している2種類のファームアップ方法 11

 ファームウェアのイメージ作成
エッジゲートウェイ上で全体更新用の
ファームウェアを作成することが可能です。

ユーザー実装環境のスナップショット※が保存できます。
※不要なファイルを削除するための除外ファイルリストオプションを追加予定。

参照元：エッジゲートウェイ デベロッパーズマニュアル
https://amnimo.com/manual/edge_gw/doc/IM_AMD03A01-51JA_Edge_Gateway_Indoor_amnimo_G_series_Developers_manual.pdf
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４．ファームアップの運用：amnimoが提供している2種類のファームアップ方法 12

 aptパッケージの作成
差分更新で利用するエッジゲートウェイ上でaptパッケージを作成することが可能です。
• パッケージ情報の管理
• インストール済みパッケージの差分更新
• インストール時の制御の指定
など多種多様なインストール手段を提供します。

参照元：エッジゲートウェイ デベロッパーズマニュアル
https://amnimo.com/manual/edge_gw/doc/IM_AMD03A01-51JA_Edge_Gateway_Indoor_amnimo_G_series_Developers_manual.pdf
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４．ファームアップの運用：ファームウェアの更新環境の準備 13

 以下の準備がユーザー側で必要になります。
フェーズ 全体更新 差分更新

キッティング時 ・ファームウェアの準備 ・aptパッケージの準備
・amnimoベースバージョンの指定

運用時 ①リモート更新
A. amnimo DMSを利用する
B. ftp/httpサーバ※1の準備＋ssh/GUI+remote.it※2

C. scpファイル転送＋ssh/GUI+remote.it※2

D. ユーザーにて独自FW更新環境準備

②ローカル更新
SDカード/USBメモリを使った現地FWアップ

aptサーバ※1の準備＋ssh/GUI+remote.it※2

(ユーザー管理のアプリケーションのみ)

※1 弊社のftpサーバ、aptサーバを利用する場合は、他のユーザーもアクセス可能になりますのでご注意ください。
※2 エッジゲートウェイがグローバルIPを持っていない場合はremote.it経由での遠隔アクセスをお勧めします。

ユーザーの運用に合わせてご選択ください。
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５. キッティング 14

 全体ファームウェアのご準備していただく場合
1. ご準備していただいた全体更新用のファームウェアを両面にインストールする。

 パッケージをご準備していただく場合
1. 指定したamnimoベースパッケージのバージョンを指定し、全体更新用のベースパッケージのファームウェアを書

き込む。
2. ご準備いただいたパッケージを両面にパッケージインストールする。
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